　　大日本印刷健康保険組合
東京医科大学茨城医療センターに受診されている方へ

報道等でご承知のとおり、東京医科大学茨城医療センターにつきましては、診療報酬の不正請求を行ったため、平成２４年１２月１日から保健医療機関の指定取消し処分を受けました。このため、１２月１日以降は、保険診療が行えなくなりますので、保険証が使用出来ません。従いまして、同医療センターを受診する方は自らの判断により医療費の全額を負担する自費診療を選択したこととなり、全額を窓口で支払うことになります。

ただし、同医療センターは、地域における中核的な役割を担っていることもあり、やむを得ず同医療センターを受診せざるを得ないケースも想定されます。

　このため、当健保組合においては、下記に該当する患者の方に限り、これまでと同様の窓口負担（一部負担）により治療を受けられる例外の対応を行うこととしました。
受診する際に手続き（療養費の受け取りを同医療センターに委任する手続き）が必要となりますので印鑑をご持参ください。
なお、下記の表に該当しない方で、同医療センターでしか受診出来ない特別な事情がある場合には、受診前に当健保組合に保険適用の可否を相談してください。

この通知を確認する前（12月中）に受診してしまった方は健保組合までご相談下さい。

大変ご不便をお掛けすることとなりますが、ご理解の程お願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
	新　　患
	　　　　　　　　継続受診

	· 急車搬送による救急患者とその再診

· 周産期の妊婦

出産後は異常分娩の場合の母親、新生児に異常があった場合は、その新生児。

· 周産期は一般的には出産後７日まであるが、上記の出産後のケースは

７日以降も療養費の対象とする。　


	· １２月以前に入院していて、転送搬送により病状が悪化すると思われる患者

· 周産期の妊婦

　出産後は異常分娩の場合の母親、新生児に異常があった場合は、その新生児。

· 周産期は一般的には出産後７日まであるが、上記の出産後のケースは

７日以降も療養費の対象とする。　

· 人工透析（透析、腹膜かん流）

· 公費負担の難病疾患の治療を受けている患者の当該治療


　以上
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